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光や音の情報は，どのよ
うに受容され，視覚や聴覚が
生じるのだろうか。

4-1-1-nav膜電位の発生と
興奮の伝導と伝達

刺激の受容と
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情報処理 骨格筋
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3節 光・音・平衡感覚の受容のしくみ

動物は，光の情報を活用することで，外敵の存在，時間，場所など，さまざまな外
部の情報を得ることができる。
光はどのようにして受容されるのだろうか
脊
せき

椎
つい

動物の視覚器（眼
め

）は，視
し

細
さい

胞
ぼう

という光刺激を受容する細胞が1層に並んだ網
もう

膜
まく

をもっていて，ものの形や色を見分けることができる（図1）。哺
ほ

乳
にゅう

類
るい

の網膜では，す
べての視神経繊

せん

維
い

が1つに集合して束となり，網膜を内側から外側に向かって貫
つらぬ

いて
いるところがある。そこは視細胞が欠けているので，光刺激を受容できない部分とな
る。これを盲

もう

斑
はん

と呼ぶ。視神経は，大脳の視覚の中
ちゅう

枢
すう

（視
し

覚
かく

野
や

）［➡p.18₃］へと信号を伝え，
視覚としての感覚が生じる。

視覚器（眼）の構造と光の受容A

視細胞は，形の違いからやや尖
とが

った錐
すい

体
たい

細
さい

胞
ぼう

と棒状
のかん体

たい

細
さい

胞
ぼう

の2つに区別できる。ともに外節部と呼
ばれる部分に光を吸収する色素が多く含まれている
（図2）。

網膜ではどのようにして光の情報を処理している
のだろうか
錐体細胞には，青錐体細胞，緑錐体細胞，赤錐体細

胞の3種類があり，それぞれよく吸収する光の波長が
異なっていて，特定の範囲の波長に最も反応する色素
をもっている（図2左）。どの細胞が強く刺激されたか
という情報が大脳に伝わって，そこで私たちは初めて
色の違い，つまり色

しき

覚
かく

を認識できる。かん体細胞
❶
は，

錐体細胞に比べると非常に弱い光も吸収して反応する
という特

とく

徴
ちょう

があるが，色の区別には使われない。
網膜上では，それぞれの視細胞が均一に分布してい

るのではなく，黄
おう

斑
はん

と呼ばれる視野の中心に相当する
部分に錐体細胞が非常に多い（図3）。かん体細胞は，
その周辺部分に多い。視野の中心ほど，細かな形を識
別でき，色の違いも見分けやすいのは，このような錐
体細胞の密度が高いためである

❷
。

視細胞による光の情報の処理B

▲図1 ヒトの眼の断面と光の刺激が脳に伝わる経路　下図は眼と大脳の位置を模式的に示している。
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▲図3　視細胞の分布

▲図2　視細胞の光の吸収率

ヒトの場合，両眼の内側の網膜から
出た視神経は交叉して反対側の視覚野に，
外側の網膜から出た視神経は交叉せず，
そのまま視覚野につながるよ。

❶　暗いところでは，かん体細胞がはたらき，わずかな光でも形や
明暗を識別することができる。

❷　逆に視野の周辺部では，色や形を判別するのは難しくても，暗
い場所でもわずかな光を感じる能力が優れている。
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3節 光・音・平衡感覚の受容のしくみ

動物は，光の情報を活用することで，外敵の存在，時間，場所など，さまざまな外
部の情報を得ることができる。
光はどのようにして受容されるのだろうか

脊
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動物の視覚器（眼
め

）は，視
し

細
さい

胞
ぼう

という光刺激を受容する細胞が1層に並んだ網
もう

膜
まく

をもっていて，ものの形や色を見分けることができる（図1）。哺
ほ

乳
にゅう

類
るい

の網膜では，す
べての視神経繊

せん

維
い

が1つに集合して束となり，網膜を内側から外側に向かって貫
つらぬ

いて
いるところがある。そこは視細胞が欠けているので，光刺激を受容できない部分とな
る。これを盲

もう

斑
はん

と呼ぶ。視神経は，大脳の視覚の中
ちゅう

枢
すう

（視
し

覚
かく

野
や

）［➡p.183］へと信号を伝え，
視覚としての感覚が生じる。

視覚器（眼）の構造と光の受容A

▲図1　ヒトの眼の断面と光の刺激が脳に伝わる経路　下図は眼と大脳の位置を模式的に示している。
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出た神経は交叉して反対側の視覚野に，
外側の網膜から出た神経は交叉せず，
そのまま視覚野につながるよ。
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